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Grief for bereavement influence the psychosomatic status of the bereaved negatively. This paper 
aimed at reviewing studies on the psychological process of grief， psychological interventions and help 
for the bereaved. First， we reconsidered and evaluated two basic theories: psychoanalytical grieftheory 
(attachment theory) and stress theory. The grief theory， Freud's traditional theory， induced a number 
of studies on grief. ln this theory， the bereaved must experience grief work， the task of mourning. To 
go through this task is essential for identification. However， there are many unsettled questions. On 
the contrary， the stress theory focuses on social support. Second， we reviewed the influence of grief on 
psychosomatic responses， considering the bu汀eringe汀C氾tof social suppo此 onstress responses. Third， 
we considered strategies of intervention and help with grief: focusing on behavior therapy， cognitive 
behavior therapy and group approach. 
Keywords: grief; psychological process; bereavement; behavior therapy; psychosomatic response; 
literature review; death and dying; group approach 
近親者との死別体験は最も重大なライフイベントであり，これによって生じる悲嘆はその後の心
身に多大な影響を及ぽす。本論文では悲嘆の心理過程と心理学的援助について展望し，これらの課
題について検討した。第一に，これの基縫となる精神分析的悲嘆理論とストレス理論を展望し，理
論を評価した。特に Freud(1917)以来，精神分析的悲嘆理論は伝統的な理論で，これに基づく多
くの研究が見られた。死別体験で生じた悲嘆は通過すべき課題(グリーフワーク)であり，これを
完遂することが同一化の条件と言われているが，未解決の課題も多かった。これに対し，ストレス
理論による説明ではソーシャルサポートが重要であると言われるが，実証的研究は極めて少なかっ
た。第二に悲嘆が心身反応に及ぼす影響について展望し，ソーシャルサポートなどの要因が心身反
応に緩衝的な効果を及ぼし得ることを検討した。第三に，行動療法，認知行動療法，グループアプ
ローチを中心に，悲嘆の介入援助の方略を検討した。
〔はじめに〕
人生で，親しい人，愛する人の死は避けて通ること
ができない。この死別という重大なライフイベントに
直面した人が示す反応の中で，悲嘆 (grief)は最も重
心遣された人のその後の心身だけでなく，場合によ
っては社会生活にまで計り知れない影響を及ぼす。で
は，人はどのようにして，その嗣難な状況を乗り越え
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Fig. 1 悲嘆関連文献数の推移(総文献数からの比率)
るのだろうか。また，心の専門家はそのような状況に
ある人に対し，どのような援助ができるのであろうか。
阪神淡路大震災が我々にもたらした教訓は数多い
が，その中の一つに[近親者との死別によって遣され
た人の心理的反応jの問題がある。未曾有の大災害は
数多くの死者を出したが，これにより遺された人も抑
うつ感，強度の不安，怒りなど，心理的に不安定な状
態になり，心の専門家が東奔西走したことは記憶に新
しい。しかし，現在の臨床心理学，カウンセリング心
理学，精神医学，心身医学など，心のケアを取り扱う
学問ではこうした特殊な状況下における心理・身体的
反応や，その治療的援助方策について明確な統一的見
解が得られておらず，また教育・訓練も受けていない
ため，現場の専門家が，援助にあたって極めて多大な
労苦を強いられたことも事実である。
悲嘆の研究は，アメリカ心理学会 (APA)のデータ
ベース“PsycLIT"を用いた文献検索lで，過去20年
間での全文献に対する関連文献数の比率 (Fig.1)を見
ると，全体として論文数は増加傾向にある。とりわけ，
“death and dying"は概ね横ぱいであるのに対し，
“grief"は80年代以降に増加の傾向を呈し，悲嘆とい
う概念そのものが，死別を論ずる上で不可欠なもので
あることが理解できる O
本稿では，死別が遺された人にもたらす一連の悲嘆
過程を理論的に概観し，それによる心身の諸反応，並
ぴに心理学的援助について，内外の研究を展望し，今
後の研究の参考に資することを目的とする。なお，本
稿においては成人の死別体験(例えば配偶者の死別，
親の死別など)を中心に論ずるものとし，子どもの死
別体験については他に譲りたい。
〔定義・診断と理論的考察〕
はじめに，悲嘆に関する定義と診断，及びいくつか
の理論的基盤(精神分析理論，ストレス理論)を概略
する。ついでごれについての実証研究を展望し，その
問題点を考察することにより，悲嘆を理論的に評価し
たい。なお，いわゆる精神分析のオリエンテーション
をもたない学者・専門家の記述にも(例えば， Lin. 
demann， 1944)，精神分析的な悲嘆過程の研究による
知見と一部はオーパーラップし，相互に影響を及ぼし
あっているものもあるので，ここでは一括して取り扱
う。また，悲嘆は griefの訳語であるが，ここでは悲嘆
を単に心理的反応として捉えるだけでなく，変化可能
な一連のプロセスとして考えるこの点では精神分
析学派は mourning(悲哀)を用いることが多いが，こ
のて語はほぼ同様の意味をもつものとして扱うことに
する。
1.定義と診断
一般に，悲嘆 (grief)とは喪失に対する正常反応の
1 死別を意味する“bereavement"はThesaurus(American Psychol(泌氏alA邑sociation，1994)に収載されておらず，
“grief"と“deathand dying"の2語を用いて検索した。
2 悲嘆の反応を単にグリーフ (grief)，そのプロセス(あるいはプロセスで通過すべき喪の課題)をグリーフワーク (grief
work) といって，両者を区別する場合もある。
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